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新たに搭載された CP（コンピュテーショナルフォトグラフィボタン）から、さまざまな
写真表現ができる機能を呼び出せる。高輝度下でもスローシャッターが表現でき、
NDフィルターをつけられない超広角系のレンズでも効果を実現するライブ ND や、
比較明合成を実現するライブコンポジットなどが呼び出せる。

2P O I N T

デジタル技術を駆使したCP
（コンピュテーショナルフォトグラフィ）ボタン

画像の仕上がりを楽しめるクリエイティブダイヤルを搭載。新たに追加されたモ
ノクロプロファイルコントロール／カラープロファイルコントロールは、代表的
なフィルムの特長を表現しており、それぞれ 4 つのプリセットから設定値を選ん
で、調整することが可能。

フィルムを選ぶ感覚で調整する
モノクロプロファイル／
カラープロファイルコントロール

1P O I N T

撮影モード S（シャッター優先）
絞り F7.1
シャッター速度 1/1500秒
露出補正 －2.7EV
ISO感度 200
WB 5300K
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL 17mm 
F1.8 Ⅱ
焦点距離 17mm
その他 仕上がり：MONO4, COLOR：
青,Level：＋2, 効果：シェード効果（0）
＋調色（N：無し）＋粒状フィルム効果

（弱）

撮影モード S（シャッター優先）
絞り F8.0
シャッター速度 1/640秒
露出補正 0EV
ISO感度 200
WB オート
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL ED 
12-200mm F3.5-6.3
焦点距離 200mm
その他 仕上がり：カラープロファイル, 

（0,+4）,（1,+4）,（2,+4）,（3,+4）, 
（4,+4）,（5,+3）,（6,+4）,（7,+4）,
（8,+4）,（9,+4）,（10,+1）,（11,+4）,

効果：シェード効果（0）

撮影モード S（シャッター優先）　
絞り F22　
シャッター速度 1.6秒
露出補正 －2.3EV　
ISO感度 L80　
WB オート
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL 
ED 8mm F1.8 Fisheye PRO　
焦点距離 8mm
その他 ライブND撮影：ND32

撮影モード M（マニュアル）　
絞り F4.0　
シャッター速度 15秒
露出補正 0EV　
ISO感度 6400　
WB 5300K+2STEP（R）
 −2STEP（G）
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL 
ED 8-25mm F4.0 PRO　
焦点距離 16mm
その他 コンポジット撮影設定 ： 
比較明合成, 62 コマ
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撮影モード M （マニュアル）　
絞り F4.5　
シャッター速度 13秒
露出補正 0EV　
ISO感度 200　
WB 5300K
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL 
ED 8-25mm F4.0 PRO
焦点距離 8mm　
その他 仕上がり・Natural

人間の目では追いき
れない鳥・動物や人
物の瞳、車などの
移動する被写体を
検出して追尾するた
め、ピント合わせが
楽に。被写体を遮
るものがあっても検
出した被写体にピン
トを合わせ続ける。

3P O I N T 被写体検出AFで
ピント合わせが自在に

撮影モード S（シャッター優先）　絞り F4.0　シャッター速度 1/640秒　
露出補正 +1.0EV　ISO感度 2500　WB オート
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL ED 12-45mm F4.0 PRO　焦点距離 16mm　
その他 仕上がり ：MONO4, COLOR：緑, Level：+3, 効果：シェード効果（−1）
+調色（P：紫）+粒状フィルム効果（Off）　ハイライト&シャドウコントロール：
Highlight：0, Midtone：+5, Shadow：+5,被写体検出AF「人物」

専用のダイヤルで静止画と動画の撮影モードを切り替えられるように。S&Q（ス
ローモーション & クイックモーション）ダイヤルに合わせると、スローモーショ
ン動画や早送り動画の撮影に簡単に切り替えられる。

静止画／動画／S&Qダイヤルで、
撮影シーンの切り替え可能4P O I N T

撮影モード S（シャッター優先）　
絞り F2.5　シャッター速度 1/640秒
露出補正 +0.3EV　ISO感度 200　
WB 5300K　
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL 17mm F1.8 II
焦点距離 17mm
その他 仕上がり ：カラープロファイル,

（0,-1）,（1,-1）,（2,-1）,（3,-1）,（4,+3）,
（5,-1）,（6,-1）,（7,-1）,（8,-5）,（9,+2）,
（10,+2）,（11,0）, 効果：シェード効果（0）

優れた光学特性の M.ZUIKO DIGITAL のマイクロフォーサーズシステムレン
ズ。単焦点、広角ズーム、望遠ズームなど、シーンに応じて最適なレンズを
選べる。M.ZUIKO PROシリーズは高い光学性能と防塵・防滴、堅牢性を有し、
あらゆるシーンで高いパフォーマンスを発揮する。

ボディの接合部などの埃や水滴が
入りやすい部分にシーリングを施し、
高い防塵・防滴・−10℃耐低温
設計を実現。さらに強力なダストリ
ダクションシステムを搭載し、イメー
ジセンサーに付着するゴミを排除す
る。どんな撮影環境にも挑めるプロ
フェッショナル仕様。

6P O I N T カメラの世界が広がる
多彩な交換レンズ

5P O I N T あらゆる環境下で撮影が可能
防塵・防滴性能
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ご注意　※ご購入・ご利用の前に必ずお読みください

本書はOMデジタルソリューションズ製デジタル一眼カメラ「OM SYSTEM OM-3」の操
作方法を解説したものです。
情報は2025年6月10日現在のもので、一部の記載表示額や情報は変わっている場合が
あります。あらかじめご了承ください。
本書に記載された内容は、情報の提供のみを目的としています。したがって、本書
を用いた運用は、必ずお客様自身の責任と判断によって行ってください。これらの
情報の運用について、技術評論社および筆者はいかなる責任も負いません。

以上の注意点をご承諾いただいた上で、本書をご利用願います。これらの注意事項
をお読みいただかずにお問い合わせいただいても、技術評論社および筆者は対処し
かねます。あらかじめ、ご承知おきください。

●  OM および OM SYSTEM OM-3、その他、OM 製品の名称、サービス名称等は、商標また
は登録商標です。その他の製品等の名称は、一般に各社の商標または登録商標です。
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Keyword

撮影をする前にカメラの準備をしよう。充電池はフル充電し、
SDカードを入れるのを忘れずに。レンズを装着して電源を入れ
たら、最初に日時設定をしておこう。

02

３種類の充電方法1

撮影前のカメラの準備
充電 / 記録メディア/レンズ装着 /日時設定

OM-3には、別売りのUSB-ACアダプターを使う方法と、パソコンに接
続する方法、別売のバッテリー充電器を使用する方法の３種類の充電
方法がある。いずれかの方法でも、充電中はバッテリーチャージランプ
が点灯する。消灯したら完了となる。

レンズを装着する3

日時を合わせる4

カメラの電源がOFFになっている
ことを確認し、レンズのリアキャッ
プと本体のボディーキャップを外
す。レンズ合わせマーク❶にレン
ズの取り付け指標❷を合わせ、レ
ンズを差し込む。カチッと音がす
るまで矢印の方向に回す❸。

レンズを取り外すときは、レン
ズ取り外しボタン❹を押しなが
ら、取り付けと逆の方向に回す。
レンズ着脱の際は、レンズやカ
メラ本体の内部に触れたり、埃
が入ったりしないように注意。

電源を入れたらMENUボタンを押し、［ ］❶の［6.リセット/日時/言語/
その他］❷から［日時設定］を選択する❸。［日時］を選択しOKボタン
を押す。△▽◁▷で日付や時刻を設定する❹。設定が終わったらOKボ
タンで確定する。

❶

❶

❷

❸

❷

❸

❹

❹

記録メディアをセットする2
使用できる記録メディアは、市販のSD、
SDHC、SDXCカード。電源をOFFにし
てカードカバーを開け、向きに注意して
カードスロットに、カードがロックされる
まで差し込む。取り出すときは軽く押す
とロックが外れて出てくる。

カメラに充電池を入れたら、付属のUSBケー
ブルと別売のUSB-ACアダプター「F-7AC」
を接続、コンセントにつないで充電する。

■ USB-ACアダプターを使って充電する

カメラを外付けハードディスクなどと同じよ
うにストレージとしてパソコンに接続するこ
とで、充電ができる。カメラの電源が切れて
いることを確認し、カメラとパソコンをUSB 
ケーブルで接続して充電する。

■ パソコンと接続して充電する

付属のUSBケーブルと別売のバッテリー充電
器 「BCX-1」 を接続することで充電できる。
その際にも、電源として、USB-ACアダプ
ター 「F-7AC」が必要だ。カメラのON/OFF
レバーがOFFになっていることを確認してか
ら、充電池を取り出して充電する。

■ バッテリー充電器を使って充電する

F-7AC

BCX-1

※MENUの設定方法はP.31参照。
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Keyword

写真撮影で最も重要な要素のひとつが露出。P、A、S、Mの
撮影モードでは、露出を思い通りにコントロールすることで、自
分の撮りたい写真表現の幅を広げることができる。

07 露出の基本を知る
露出補正 / 測光方式 / ハイライト＆シャドウコントロール

測光方式を選ぶ3

ハイライト＆シャドウコントロール4

露出補正の設定方法2

測光とは、露出を決めるためにカメラが被写体の明るさを測ること。
シーンに応じて測光する範囲と測光方式を選ぶことで、撮影者の意図
に合わせた露出が得られる。

OM-3ではハイライト部（画像内の明るい部分）とシャドウ部（画像内
の暗い部分）の明るさを変えるハイライト＆シャドウコントロールがで
きる。これにより写真のコントラスト（明暗）の強弱の調節や、ハイラ
イト部だけを暗くしたり、シャドウ部だけを明るくしたりできる。

モードダイヤルをP、A、Sにすると露出補正値と露出補正バーの設定
値が緑色になる。

露出とはかんたんに言うと、写真
に取り込む光の量、つまり明るさの
こと。ISO感度（→P.48）、シャッ
ター速度、絞り値の組み合わせで
決まる。暗い場所では絞り値を小さ
く、あるいはシャッター速度を遅く、
明るい場所では絞り値を大きく、あ

るいはシャッター速度を速くする必要がある。写真の明暗が撮影者の
意図する明るさで再現された状態を、適正露出と呼ぶ。P、A、Sモー
ドでは、カメラが被写体の明るさを見極めて露出を自動決定するが、
画像がより明るく（プラス補正）、または暗く（マイナス補正）なるよう
に撮影者が露出をコントロールすることができる。これを露出補正とい
う。

露出について知る1

プラス補正すると画像がより明
るく、マイナス補正するとより
暗く表現される。± 5 の範囲
で補正できる。

フロントダイヤルを❶のほ
うに回すとマイナス補正さ
れる。

フロントダイヤルを❷のほう
に回すとプラス補正される。

❶ ❷

OK ボタンを押し、モニターに LV スー
パーコンパネが表示された状態で△▽
◁▷ボタンで［測光］❶を選択。フロ
ントダイヤルを回し、種類を選ぶ。

マーク 測光方式 特徴

デジタルESP測光 逆光などの一般的な撮影状況に適している。

中央重点平均測光 画面中央の被写体を撮影する場合に適している。

スポット測光 狭い範囲の部分を測光するので、被写体の特定の部分の明る
さを基準にして撮影する場合に適している。

スポット測光ハイライト スポット測光したポイントを、より明るく撮影する場合に適し
ている。

スポット測光シャドウ スポット測光したポイントをより暗く撮影する場合に適している。

❶

グラフが表示され、フロントダイヤル❷を回すとハイ
ライト部❸、リアダイヤル❹を回すとシャドウ部❺の
露出をそれぞれ調節できる。ここではハイライト＋ 5、
シャドウ－ 5 に調節。明るい部分はより明るめに、暗
い部分はより暗めになり、コントラストが強調される。

OK ボタンを押して、LV スー
パーコンパネで露出補正を選
択する❶。

❸

❹ ❺

❷

❶
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Keyword

モノクロプロファイルコントロールは、代表的なフィルムの特徴
を表現することが可能だ。フィルムを選ぶ感覚で４つのプロファ
イルを選択したあと、カラーフィルター、粒状フィルム効果、調
色効果などを組み合わせることで、イメージしたモノクロ表現に
仕上げる。

02

モノクロプロファイルコントロールを設定する1

MONO（モノクロプロファイル
コントロール）の操作と効果

クリエイティブダイヤル / MONO（モノクロプロファイルコントロール）

クリエイティブダイヤル
を［MONO］（モノクロ
プロファイルコントロー
ル）に設定する❶。LV
スーパーコンパネで［モ
ノクロプロファイル］を
選択して❷、OK ボタン
を押す。

◁▷でプロファイルを選択する❸。さら
に△▽で設定する項目を切り替えて、選
択したプロファイルをベースに詳細を設
定できる❹。

■ プロファイルを設定する

標 準 の モ ノ ト ー
ン。設定値はそれ
ぞ れ デ フ ォ ル ト

（±０）に設定。

MONO1

ざらっとした風合
いのモノクロフィ
ルム風のクラシッ
クな作品になる。

MONO2

赤外線フィルムの
よ う な 効 果 が あ
る。

MONO3

コントラストが抑
えられたやわらか
い イ メ ー ジ に な
る。

MONO4

❶ ❷

❸

❹

モノクロの画像に色味の効果をつけら
れる。セピア調の画像になる［S：セピ
ア］ 、青味がかった画像になる［B：青］、
紫味がかった画像になる［P：紫］ 、緑
味がかった画像になる［G：緑］から選
択できる（→ P.73）。

モノクロの画像にカラーフィルターの効
果をつける。8 つの色をそれぞれ 3 段階
の強度から選択する。カラーフィルター
の色をフロントダイヤルから選び、強度
はリアダイヤルで設定する。

カラーフィルター効果を追加する

画像の周辺部に影をつけて、オールドレ
ンズのようなイメージにすることができ
る。周辺部の明るさは、− 5 ～± 0 ～
+5 の 11 ステップで調整できる。

シェーディング効果を調整する

明部と暗部、中間部に分けてそれぞれの
明るさを調整できる。INFO ボタンを押
すごとに調整する範囲が設定できる❶。
フロントダイヤルとリアダイヤルでそれ
ぞれ設定する（→ P.43）。

ハイライト&シャドーコントロールを調整する

輪郭を強調する。プラスにすると画像が
シャープになって画像のフチがくっきり
になり、マイナスにするとソフトでやわ
らかい印象になる。− 2 ～± 0 ～ +2
の５ステップで調整が可能。

シャープネスを調整する

プラスにすると暗い部分が暗く、明るい
部分は明るくメリハリが出る。マイナス
にすると明暗差が弱まりフラットにな
る。− 2 ～± 0 ～ +2 の５ステップで
調整が可能。

コントラストを調整する

調色の効果を追加する

モノクロフィルム特有のざらつき感を調
整できる。［粒状フィルム効果 Off ］／［粒
状フィルム効果 弱］／ ［粒状フィルム効
果 中］ ／ ［粒状フィルム効果 強］から
選択する。

粒状フィルム効果を調整する

❶
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Keyword

02 標準ズームレンズを
使って撮影する

広角 / 中望遠 / 近接撮影

標準ズームレンズは日常風景の撮影に最適なレンズだ。25mm
（35mm判換算/50mm相当）を中心に、標準域を含む広角か
ら中望遠までカバーできる。広角側では広い風景や遠近感のあ
る写真の撮影、望遠側では遠くのものを大きく写したり、ポー
トレートの背景を整理したりと、1本で多彩な表現が可能だ。
M.ZUIKO DIGITAL ED 12-45mm F4.0 PROは、最短撮
影距離も短く、被写体にぐっと寄ることができる。

標準ズームレンズの活用ポイント1

標準ズームレンズを使いこなす2

水族館の室内では、広角から望遠まで焦点距離を変えることのできる
小さなズームレンズが扱いやすい。水槽のアクリルに近づけば広角域で
広い範囲を撮影したり、望遠域で一部を切り取ったりすることができる。
暗い中で行うレンズ交換は脱着が難しく、キャップなどを無くす要因に
もなるため、広角域から望遠域まで網羅する標準ズームはおすすめだ。

OM SYSTEMのレンズ群は、どれも最短撮影距離が短いのも特徴だ。
焦点距離で最短撮影距離は変化するが、このレンズではレンズ先端か
ら約15cmまで近寄ることができる。小さな被写体を大きく写したり近
寄って一部を切り取るなどマクロレンズに近い使い方ができる。

カ
メ
ラ
設
定

撮影モード S（シャッター優先）　絞り F4.0　
シャッター速度  1/125 秒　露出補正 －1.0EV　
ISO感度 320　WB 水中　
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL ED 12-45mm F4.0 PRO
焦点距離 37.0mm　その他 仕上がり： Natural

カ
メ
ラ
設
定

撮影モード S（シャッター優先）　絞り F4.0　シャッター速度 1/160秒　
露出補正 +1.7EV　ISO感度 2500　WB オート　
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL ED 12-45mm F4.0 PRO
焦点距離 45mm　その他 仕上がり：Vivid

標準ズームレンズとは

M.ZUIKO DIGITAL ED 12-45mm 
F4.0 PRO（35mm判換算
/24-90mm相当）/ 防塵・防滴機構

広角から中望遠までの常用域をカバーできることが、標準ズー
ムレンズの大きなメリットだ。日常的な記録やスナップ撮影な
ど、普段使いに最適。広角側にすれば遠近感を強調し、望遠
側にすれば圧縮効果を活かした撮影が可能になる。M.ZUIKO 
DIGITAL ED 12-45mm F4.0 PROは近接撮影にも強く、簡易
マクロレンズとしても使用できる万能レンズだ。
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花の撮影では、常に前景後景をぼか
して撮影する必要はない。色とりど
りの花が咲いていたら、超望遠の焦
点距離がもつ圧縮効果を使用して、
より密集して咲いているように見せ
ていく。このときはF8.0まで絞り、
被写体を離れた場所から狙うことで
後景の花まで形がわかる。カラープ
ロファイルコントロールを使用して花
弁とガクの部分だけの彩度を上げる
ことで、写真全体がより鮮やかに見
えるようにした。

夜に花を撮るときには、街灯が光源
になることが多い。街灯は太陽光と
は光の質に多くの違いがある。最近
ではLEDライトの街灯が増えてきて
いるが、光量は弱いため明るい単焦
点レンズが有効だ。街灯の光が逆光
になり花びらに当たることで、花弁
の薄さややわらかさが表現される。
また、開放絞りで撮影したことによ
り、背景がぼけて、街灯自体やほか
の花びらに反射した光が丸ぼけに
なって写っている。

カ
メ
ラ
設
定

撮影モード  S （シャッター優先）　絞り F8.0　シャッター速度 1/640秒　露出補正 0 EV
ISO感度 200　WB オート　使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL ED 12-200mm F3.5-6.3
焦点距離 200mm　その他 仕上がり：カラープロファイル, （0,+4）, （1,+4）, （2,+4）, 

（3,+4）, （4,+4）, （5,+3）, （6,+4）, （7,+4）, （8,+4）, （9,+4）, （10,+1）, （11,+4）, 
効果：シェード効果（0）

カ
メ
ラ
設
定

撮影モード  A （絞り優先）　絞り F1.8　シャッター速度 1/10秒　露出補正 +1.0 EV
ISO感度 1600　WB 4000K +2STEP（R） －7STEP（G）
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL 25mm F1.8Ⅱ　焦点距離 25mm
その他 ライブGND撮影 ： ND08,Medium

03
望遠レンズ /単焦点レンズ / 露出補正 /COLOR（カラープロファイルコントロール）

カラープロファイルコントロールで彩度を上げて撮影する1

単焦点レンズを使用し開放絞りで背景をぼかす2

望遠レンズのぼけを生かして撮影する
M.ZUIKO DIGITAL ED 40-150mm F4.0 PROは、35mm判換算で80-
300mmになる望遠レンズだ。このレンズの特徴の一つである最短撮影距
離付近で被写体にピントを合わせたときの被写界深度の浅さが、大きなぼ
けに繋がる。レンズフードの直前に、前景になる菜の花を配置すると大き
くぼけて、写真に前ぼけのやわらかさを加えることができる。主役以外に
ピントが合う被写体がない構図を探してみよう。

花の魅力を引き出して
撮影する

カ
メ
ラ
設
定

撮影モード S（シャッター優先）　絞り F4.0　シャッター速度  1/30 秒　
露出補正 －1.3 EV　ISO感度 1600　WB 5300K +1STEP（R） -1STEP（G）　
使用レンズ M.ZUIKO DIGITAL ED 40-150mm F4.0 PRO　焦点距離 150mm
その他 仕上がり ：カラープロファイル,（0,+4）,（1,+4）,（2,+4）,（3,+4）,（4,+4）,（5,+3）,

（6,+4）,（7,+4）,（8,+4）,（9,+4）,（10,-3）,（11,+4）, 効果：シェード効果（0）

美しい花の魅力を引き出すには、背景やアングルを見つけるこ
とが重要だ。背景をぼかしてメインの花を引き立たせる場合は、
レンズ選びがポイントになる。主役の花を見つけるときには、同
時に光源の位置を確認して順光や逆光など光の方向を判断基準
の一つにしよう。また花を含めた写真全体の明るさや色を強調
するには、露出補正やカラープロファイルコントロールなどを使
えば調整ができる。
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Keyword

MENU 画面から、 ［1. 基本設定 / 画
質］の［カスタムモード］を選択して❶、
OK ボタンを押す。

△▽ボタンで［カスタム登録］を選択し
❸、OK ボタンを押す（すでに登録され
ている設定があるときは、現在の設定内
容が上書きされる）。

△▽ボタンで設定したいモードを選択し
て❷、OK ボタンを押す。

［登録］を選択して❹、OK ボタンを押す。
［クリア］を選択して OK ボタンを押す
と、初期設定に戻る。MENU ボタンを
押して、メニューを終了する。

01 カスタムモードによく
使用する機能を登録する

カスタムモード

OM-3にはC1~C5までのカスタムモードがある。よく使用する
機能や撮影モードを登録しておくと、モードダイヤルを回すだけ
でそれらの機能を呼び出せる。またカスタムモードに名前をつ
けて登録できる。静止画と動画いずれも登録が可能だ。

カスタムモードに機能を登録する1
カメラの設定を登録したい内容にする。ここで
はAモード①、アートフィルターのファンタジック
フォーカス②、被写体検出の［人物］③、アスペ
クト比を1：1④に設定した。

❶

❸

❹

❷

カスタムモードに登録した設定を変更する3
すでに登録したカスタムモードの設定を変更して、新たな設定を登録す
ることができる。

登録したい設定にカメラの
設定を変更する。MENU
画面から、 ［1. 基本設
定 / 画質］の［カスタムモー
ド］を選択して OK ボタ
ンを押し、△▽ボタンで設
定したいモードを選択して
❶、OK ボタンを押す。

❶

△▽ボタンで［カスタム呼
出］を選択し❷、OK ボタ
ンを押す。

❷

△▽ボタンで［実行］を
選択して❸、OK ボタンを
押すと、現在のカメラの
設定内容が上書きされる。
MENU ボタンを押して、
メニューを終了する。

❸

カスタムモードに名前をつける4
カスタムモードに登録した機能に名前をつけることができる。被写体や
シーンごとに名称をつけておくと便利だ。

MENU 画面から ［1. 基
本設定 / 画質］の［カスタ
ムモード］を選択して OK
ボタンを押し、△▽ボタン
で名前をつけたいモードを
選択して❶、OK ボタンを
押す。

❶

△▽ボタンで［カスタム名
設定］を選択し❷、OK ボ
タンを押す。

❷

❸
❹

フロント / リアダイヤル、も
しくは△▽◁▷ボタンで設
定したい名前を入力する。
INFO ボタンで、大文字 /
小文字 / 記号の切り替えが
できる。入力後、[End] を
選択して ❸、OK ボタンを
押す。文字を消去するには、
文字を選択して ❹を押
す。

ダイヤルを に合わせる。C1 ～ C5
のカスタムモードの中から設定した機能が登録
されているものに合わせる❶。

カスタムモードを使う2
登録した設定を呼び出して撮影するには、
ダイヤルを に合わせたあと、モードダイヤルを回す。❶

①

②
④

③
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Keyword

05 Wi-Fi接続したスマート
フォンで写真を撮る

ワイヤレスレリーズ / セルフタイマー / インターバル撮影 / 長時間露光

スマートフォンをリモコンとして使い、OM-3のワイヤレス撮影
ができる。ライブビューモードとワイヤレスレリーズモードの2
つがあり、ライブビューであれば、手元のスマホで画像を確認し
ながら撮影できる。カメラぶれを避けたい場合は、ワイヤレスレ
リーズモードを使用するとよい。

スマートフォンで OI.Sha
re を 起 動 し て、OM-3 と
接続したら、［リモコン］
をタップする❶。

露出補正値や絞り値などの
項目をタップして❹、左右
にスライド❺すると設定を
変更できる。

スマートフォンのモニター
にカメラの映像が映し出さ
れる。カメラのマーク❸を
タップすると、シャッター
が切れる。

タッチ操作のアイコン❽を
タップすると、カメラと同
様にスマートフォンの画面
でタッチシャッターを使っ
たり、AFターゲット❾を表
示したりする設定ができる。

❹

❶

［ライブビュー］を選択す
る❷。

❷

❺
❾

ドライブモードのアイコン
❻をタップすると、連写や
セルフタイマーなどの設定
画面が表示される❼。

❽ ❻

❼

絞り値

シャッター速度

シャッターボタン

撮影モード

ISO感度

撮影可能枚数

AFモード

タッチ撮影の設定

露出補正値
ホワイトバランス

ドライブモード

初期設定ではリモコンをタップするたび
に［ライブビュー］か［ワイヤレスレリー
ズ］を選択しなくてはならないが、よく
使うほうを固定の設定にすることができる。ライブビューをよく使用するな
ら、OI.Share のメイン画面右上にある をクリックし、［リモコン］- ［モー
ド］から、［ライブビュー］を選択するとよい。

ONE POINT リモコンの動作確認を設定できる

スマートフォンをワイヤレスレリーズとして使うこともできる。バルブ撮影な
どの三脚を使った撮影の際、シャッターを押したときの振動でぶれることが
ある。そのようなときは、リモートケーブルを使う代わりにスマートフォンで
レリーズ撮影するとよい。撮影設定はカメラ本体で行うので、左ページのス
マートフォンのライブビュー撮影よりも詳細な設定ができるのもメリットだ。

P、A、S、M、B、ムービーの各撮影モードが選べるほか、シャッター
速度や絞り値、露出補正、ISO感度、連写、タイマーなど細かい設定
がスマートフォン上でできるので、本格的な撮影にも有効だ。

スマートフォンで OI.Sh
are を起動して、OM-3 と
接続したら、［リモコン］
をタップする❶。

［ワイヤレスレリーズ］を
選択する❷。リモコンが［ラ
イブビュー］に設定されて
いる場合は、メニュー画面
右上の［ ］の [ リモコン ] 
で、モードを［ワイヤレス
レリーズ］に変更する。

❸をタッチすると シャッ
ターが切れ、❹を下にスラ
イドすると動作をロックで
きる。

❶

❷

❸ ❸

❹

ライブビューモードでリモート撮影する1

ワイヤレスレリーズモードでリモート撮影する2




